
第30回

全国消防操法大会

主　催　 消防庁　公益財団法人日本消防協会

協　力　 宮城県　仙台市　利府町
　　　　 公益財団法人宮城県消防協会　宮城県消防長会



第30回全国消防操法大会次第

日　時　 令和６年10月12日（土）
　　　　 午前９時00分（雨天決行）
場　所　 宮城県総合運動公園グランディ・21
　　　　 宮城県宮城郡利府町菅谷字舘40－1

 １　選手団入場   （ 9：00）

 ２　日本消防協会旗入場   （ 9：12）

 ３　開会式   （ 9：15）
 　　（1）開会宣言
 　　（2）国旗掲揚
 　　（3）優勝旗返還
 　　（4）主催者挨拶
 　　（5）来賓祝辞
 　　（6）歓迎の辞
 　　（7）競技上の注意
 　　（8）選手宣誓

 ４　選手団退場   （ 9：50）

 ５　操法開始   （10：00）

 ６　休憩   （12：29～13：00）

 ７　操法終了   （15：29）

 ８　女性消防操法披露   （15：30）

 ９　表彰式   （16：00）
 　　（1）審査結果発表
 　　（2）表　　　　彰

10　閉会式   （16：20）
 　　（1）万歳三唱
 　　（2）国旗降納
 　　（3）閉会宣言
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ポンプ車の部優勝 小型ポンプの部優勝

都道府県名 消防団名 都道府県名 消防団名

第１回（S43） 愛知県 岡崎市消防団 鳥取県 佐治村消防団

第２回（S45） 三重県 楠町消防団 宮城県 鳴瀬町消防団

第３回（S47） 愛知県 岡崎市矢作消防団 福岡県 福岡市東消防団

第４回（S49） 長崎県 佐世保市相浦消防団 福島県 いわき市消防団

第５回（S51） 千葉県 船橋市消防団 福岡県 大島村消防団

第６回（S53） 鳥取県 江府町消防団 岐阜県 墨俣町消防団

第７回（S55） 岐阜県 墨俣町消防団 長崎県 諫早市消防団

第８回（S57） 長崎県 芦辺町消防団 広島県 美土里町消防団

第９回（S59） 千葉県 八街町消防団 熊本県 泗水町消防団

第10回（S61） 富山県 富山市第二消防団 千葉県 八街町消防団

第11回（S63） 山口県 小郡町消防団 高知県 仁淀村消防団

第12回（H２） 長野県 上田市消防団 岐阜県 墨俣町消防団

第13回（H４） 岩手県 種市町消防団 高知県 伊野町消防団

第14回（H６） 高知県 伊野町消防団 岐阜県 神戸町消防団

第15回（H８） 愛知県 豊明市消防団 秋田県 仙南村消防団

第16回（H10） 福岡県 久留米市消防団 千葉県 大多喜町消防団

第17回（H12） 青森県 南郷村消防団 高知県 伊野町消防団

第18回（H14） 秋田県 大潟村消防団 広島県 内海町消防団

第19回（H16） 広島県 福山市消防団 高知県 鏡村消防団

第20回（H18） 石川県 能登町消防団 島根県 出雲市出雲消防団

第21回（H20） 岡山県 和気町消防団 福岡県 福岡市西消防団

第22回（H22） 鳥取県 江府町消防団 兵庫県 福崎町消防団

第23回（H24） 岡山県 和気町消防団 長崎県 壱岐市消防団

第24回（H26） 長崎県 壱岐市消防団 岡山県 岡山市消防団

第25回（H28） 島根県 松江市消防団 三重県 伊賀市消防団

第26回（H30） 栃木県 益子町消防団 滋賀県 日野町消防団

第27回（R２） 中　　止

第28回（R３） 中　　止

第29回（R４） 鹿児島県 中種子町消防団 福岡県 新宮町消防団

全国消防操法大会記録（第１回～第29回）
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主催者あいさつ

　本日ここに、第30回全国消防操法大会が盛大に開
催できますことを、厚く御礼申し上げます。また、
開催に当たり、関係機関の皆様に多大なるご尽力を
賜りましたことに、深く感謝申し上げます。
　消防団員の皆様におかれましては、日頃より消防
防災活動に多大なる御尽力をいただいておりますこ
とに、心から敬意を表します。また、消防団員を献
身的に支えていただいている御家族や関係者の皆様
にも、深く感謝申し上げます。
　近年、日本各地で災害が頻発し、激甚化・多様化
の様相を呈しています。
　本年においても令和６年能登半島地震や８月の宮
崎県日向灘を震源とする地震及び７月から８月にか
けての大雨や先日の台風10号などの風水害等によ
り、全国各地で次々と重大な災害が発生し、尊い命
が犠牲となりました。亡くなられた方々の御冥福を
お祈りするとともに、被災された方々に心よりお見
舞い申し上げます。
　こうした災害現場におきまして、消防団は、被害
を最小限に止め、地域の安全を守るべく、いち早く
現場に駆けつけ、消火・救助活動や避難誘導など、
昼夜を分かたず懸命に活動していただきました。皆
様のご活躍に改めて敬意を表しますとともに、心よ
り感謝申し上げます。
　今後、大規模災害はもとより、近年頻発化する風
水害の発生などが危惧されている中、災害や火災の
現場において地域防災の中核を担う消防団の皆様に
は、ますますの期待が寄せられているところです。
　総務省消防庁といたしましては、消防団員の確保
に向け、広報の充実や処遇改善を更に推進するとと
もに、女性の活躍促進や企業等との連携強化、消防
団員の負担軽減など働き方改革につながるノウハウ
等が記載されたマニュアル作成など、消防団の方々
がご活躍していただける環境の整備に全力で取り組
んでまいります。
　消防団員の皆様におかれましても、地域の安心・
安全の確保のため、より一層の御協力をいただきま
すよう、何卒よろしくお願いいたします。
　結びに、本日の大会において、日頃の訓練を通じ
て培った高い士気の下、積み重ねてきた技術をいか
んなく披露されることを期待いたしますとともに、
本日御参会の皆様の御健勝、ご多幸を心より祈念申
し上げ、挨拶とさせていただきます。

消防庁
　長　官　池 田　達 雄

公益財団法人　日本消防協会
　会　長　秋 本　敏 文

　第30回全国消防操法大会を、ここ宮城県において、
全国からのご参加のもと、盛大に開催することは感
慨ひとしおでございます。13年前、東日本大震災で
は、宮城県内各地大変な被害が発生し、他県からの
応援出動も含めて全力を挙げて活動して頂きました
が、多数の方がお亡くなりになるなど大変な経験を
されました。
　その後も全国各地でいろいろな災害が発生してい
ますが、特に今年は新年早々の能登半島地震、これ
に伴う大規模火災、さらには大型台風など様々な災
害が発生しております。我が国消防は、地元はもと
より応援出動も含めて、その都度貴重な活動をして
いただいています。特に近年は、地球環境の変化を
背景として災害の様相が異なり、また地域社会の様
子も、各種社会インフラも、様子が変わるなどの状
況のなかで、地域の皆さんの生命、財産を守り抜く
という消防使命の達成のため、消防関係の皆さんは、
災害被害に関連する各種情報の把握、装備・設備の
改善、教育・訓練の充実など大変なご苦心ご苦労を
なさっておられます。日本消防協会はまことに微力
ではございますが、先般完成いたしました新しい日
本消防会館の活用などで、できる限り応援してまい
ります。
　全国消防操法大会は、そのような中、前回大会か
ら現場の実技に直結する操法については着実に実行
しながら、パフォーマンス的な動作については見直
しをするという現場活動を重視する内容へと改めて
きておりますが、操法訓練で身につけられた基本は
貴重であり、また訓練の過程等で培われた団結、士
気は重要であるということを基本として実施してい
ます。全国からご参加の皆様、日頃の訓練の成果を
存分に発揮してください。そうして、これからの現
場活動において、事故なく、ご無事に消火、救助な
ど消防活動全般を実行して頂きますようお願い申し
あげます。最後になりましたが、本日の大会関係に
向けて御尽力頂きました宮城県、仙台市、利府町の
皆様に深く感謝申し上げます。そして全国各地の無
事平穏を心からお祈りいたしまして、ご挨拶とさせ
ていただきます。会場の皆様、全力を尽くして操法
を実践する出場団員に対し、温かい応援をよろしく
お願いいたします。
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大会運営委員等

大 会 運 営 委 員 長 日本消防協会理事長

大会運営副委員長 消防庁消防大学校校長

〃  日本消防協会常務理事

大 会 運 営 委 員 消防庁総務課長

〃  消防庁地域防災室長

〃  消防庁消防大学校副校長

〃  青森県消防協会会長

〃  岩手県消防協会会長

〃  宮城県消防協会会長

〃  秋田県消防協会会長

〃  山形県消防協会会長

〃  福島県消防協会会長

〃  新潟県消防協会会長

〃  宮城県消防長会会長

〃  宮城県復興・危機管理部長

審 査 長 消防庁消防大学校校長

副 審 査 長 消防庁地域防災室長

審 査 員 都道府県消防協会会長の推薦者
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大会審査員指定表
ポンプ車の部 小型ポンプの部

都道府県 都道府県

審査班長 千　葉　県 神 奈 川 県

審査副班長 佐　賀　県 静　岡　県

指揮者
山　口　県 北　海　道

鹿 児 島 県 福　岡　県

１番員
岩　手　県 長　野　県

東　京　都 徳　島　県

２番員
岐　阜　県 山　形　県

大　分　県 鳥　取　県

３番員
京　都　府 秋　田　県

愛　知　県 高　知　県

４番員
青　森　県

島　根　県

計時

奈　良　県 大　阪　府

日本消防協会の指定する者 日本消防協会の指定する者

日本消防協会の指定する者 日本消防協会の指定する者
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出場種別・出場順
ポンプ車の部 小型ポンプの部

実施順 時間 コース 都道府県名 実施順 時間 都道府県名
１ 10：00 １ 長 野 県 １ 10：00 愛 知 県
２ 10：12 ２ 高 知 県 ２ 10：10 京 都 府
３ 10：24 １ 三 重 県 ３ 10：20 島 根 県
４ 10：36 ２ 宮 城 県 ４ 10：30 東 京 都
５ 10：48 １ 秋 田 県 ５ 10：40 千 葉 県
６ 11：00 ２ 富 山 県 ６ 10：50 福 島 県

11：12 ～ 11：17 休憩 11：00 ～ 11：05 休憩
７ 11：17 １ 埼 玉 県 ７ 11：05 愛 媛 県
８ 11：29 ２ 栃 木 県 ８ 11：15 兵 庫 県
９ 11：41 １ 鳥 取 県 ９ 11：25 佐 賀 県
10 11：53 ２ 静 岡 県 10 11：35 石 川 県
11 12：05 １ 北 海 道 11 11：45 山 梨 県
12 12：17 ２ 香 川 県 12 11：55 山 口 県

12：29 ～ 13：00　休憩 12：05 ～ 13：00　休憩
13 13：00 １ 山 形 県 13 13：00 広 島 県
14 13：12 ２ 徳 島 県 14 13：10 岡 山 県
15 13：24 １ 熊 本 県 15 13：20 群 馬 県
16 13：36 ２ 茨 城 県 16 13：30 大 分 県
17 13：48 １ 大 阪 府 17 13：40 滋 賀 県
18 14：00 ２ 長 崎 県 18 13：50 宮 城 県

14：12 ～ 14：17 休憩 14：00 ～ 14：05 休憩
19 14：17 １ 宮 崎 県 19 14：05 岩 手 県
20 14：29 ２ 福 岡 県 20 14：15 新 潟 県
21 14：41 １ 神奈川県 21 14：25 青 森 県
22 14：53 ２ 沖 縄 県 22 14：35 鹿児島県
23 15：05 １ 和歌山県 23 14：45 奈 良 県
24 15：17 ２ 福 井 県 24

15：29　終了予定 14：55　終了予定
女性消防操法披露　15：30 ～ 16：00

ポンプ車の部　１隊 12 分 小型ポンプの部　１隊 10 分
※女性消防操法披露は、操法の終了時間によって、始まる時間が前後します。
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出場消防団
ポンプ車の部
出場順
１

長野県 諏訪市消防団 １　市町村の概要
　諏訪市は長野県のほぼ中央に位置し、諏訪湖、霧ヶ峰高原、諏訪大社や上
諏訪温泉など、豊かな自然と伝統が調和した高原湖畔都市です。７年に１度
開催される御柱祭や毎年お盆に開催される諏訪湖上花火大会には多くの観光
客が訪れます。
　また精密機械工業の中心地としても知られ、高い技術力は国内外で高く評
価されています。
２　出場団の概要
　諏訪市消防団は団本部・７個分団・ラッパ隊、団員数591人で構成され、市
民の安心安全の為に日々訓練に励んでいます。長野県大会では小型ポンプの
部とともにダブル優勝を果たしました。
　これまで支えてくれた仲間、家族、OB、関係者の方々に感謝し、必勝不敗
の精神で最高の１本を披露し、全国制覇を目指します。

団　長 小池　敏彦
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
団員
班長
団員
団員
団員

藤森　啓介
藤森　昌哉
伊藤森太郎
田中　　護
関　　晋作
中島　拓海

36
25
35
43
34
25

出場順
２

高知県 仁淀川町消防団 １　市町村の概要
　仁淀川町は、高知県の北西部、清流仁淀川の上流域に位置し、平地は少な
く仁淀川本・支流の川沿いに深くV字型に刻まれた峡谷のため、地形は全般的
に険しく、総面積（333㎢）の約89％は山林です。
　平成17年８月１日に、３町村が合併し、令和６年７月１日現在の人口は4,558
人の町です。

２　出場団の概要
　仁淀川町消防団は３分団、217人で活動を行っています。
　出場する選手たちは「選手以外の消防団員や消防職員のご協力、何より家族
の理解の基に練習を続けて来ました。自分たちの一番の強みは、みんなが明
るく前向きなこと。練習の成果を存分に発揮し、高知県代表として優勝を目
指します。」と熱く語ってくれています。

団　長 大野　正富
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
団員
団員
団員
部長
班長

内田　智仁
岡村　洋祐
西森　大起
高橋　知輝
西森　一章
中越　星志

43
38
31
28
49
50

出場順
３

三重県 伊賀市消防団 １　市町村の概要
　伊賀市は古来より都に隣接する地域として、交通の要衝として栄えてきま
した。伊賀流忍者発祥の地、俳聖松尾芭蕉のふるさととしても広く知られて
おり、歴史文化の薫る地域となっています。こうしたことから、三重県は東
海地域に属しているものの、「伊賀は関西」という考え方も古くから定着して
います。

２　出場団の概要
　伊賀市消防団は平成16年の市町村合併により誕生し、現在は団長、副団長、
女性分団と各地域の10分団で構成され、1,353名の団員が活動しています。
　全国大会では、三重県の代表としての誇りを胸に、消防団一丸となって優
勝を目指して頑張ります。

団　長 杉本　佳也
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員
団員

中林　謙太
清水　康弘
峰　　貴大
田中　元気
林　　裕崇
秋山　康輝

36
37
30
34
32
29

出場順
４

宮城県 石巻市消防団 １　市町村の概要
　石巻市は、北上川の河口に位置し、宮城県北東部地域を代表する風光明媚
な都市であり、かつては水運交通の拠点に位置する「奥州最大の米の集積港」
としても全国的に知られた交易都市として栄え、現在は水産業のまちとして、
世界三大漁場の一つに数えられる金華山沖漁場を背景に豊かな水産資源を有
しています。

２　出場団の概要
　石巻市消防団は、消防団の基本的な活動はもちろん、日々の訓練や自主防
災訓練への参加など、地域の安全・安心のため、精力的に消防団活動を行っ
ております。
　今大会に臨む選手たちは本団の石巻地区団から選抜された優秀な団員達で
す。県大会と同様に全国大会においても好成績を目指します。

団　長 後藤　嘉則
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
班長
団員
団員
団員
団員

佐々木泰弘
伊藤　卓也
草刈　　駿
橋本　瑠輝
浅野　堪越
瀨﨑　茂貴

39
44
22
21
40
43
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出場消防団
ポンプ車の部
出場順
５

秋田県 能代市消防団 １　市町村の概要
　能代市は、秋田県北西部に位置し、人口4.7万人、面積は426.950㎢、東北地
方を縦断する奥羽山脈に源を発する１級河川米代川が市域の中央を東西に流
れています。木都能代やバスケットボールの街としても全国的に知られてい
ます。近年はエネルギーのまちとして特に洋上風力発電設備が注目されてい
る。

２　出場団の概要
　能代市消防団は１本部９ケ分団、628名の団員により構成され地域住民の生
命と財産を守るため、日夜、精力的な防火活動に努めています。
　今回出場する第６分団は精鋭６名で初の全国大会に臨みます。これまで支
えてくれた地域、家族への感謝と秋田県代表の誇りを胸に上位入賞を目指し
ます。

団　長 渡邊　正人
担当 階級 氏　名 年齢

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

副分団長
班長
班長
団員
団員
団員

幸坂　　剛
大倉　俊文
齊藤　穂高
須藤　清也
幸坂　義明
幸坂　義則

51
47
37
31
54
58

出場順
６

富山県 砺波市消防団 １　市町村の概要
　庄川の清流が育んだ肥沃な平野に家屋が点在する散居景観とチューリップ
で有名な砺波市は、優れた住環境をはじめ医療や子育て環境、高齢者福祉サー
ビスなどが充実しており、その豊かさや暮らしやすさは日本でもトップクラ
スです。
　今年で新市誕生20周年を迎え「“やっぱり砺波”がいいよね！」と感じていただ
けるまちです。
２　出場団の概要
　砺波市消防団は23分団で構成され、今大会に出場する庄下分団は小竹分団
長以下26名の分団です。
　第26回大会では準優勝の実績があり、今回も「We are 砺波市消防団！」の合
言葉のもと全員で操法訓練に励んできました。大会では、これまでの地域の
皆様や家族の支えに感謝し、全国のTEPPENを目指します。

団　長 瘧師　富士夫
担当 階級 氏　名 年齢

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

部長
団員
団員
団員
団員
団員

瀬尾　光平
今井　大揮
三山　蒼真
牟田　哲朗
戸田　敬士
木村龍之介

44
32
29
36
34
31

出場順
７

埼玉県 行田市消防団 １　市町村の概要
　行田市は埼玉県の北部に位置し、日本最大級の円墳である丸墓山古墳など、
９基の大型古墳が群集する埼玉古墳群（さきたまこふんぐん）を有し、埼玉県
名発祥の地として知られています。
　また、市内には江戸時代の忍藩十万石の城下町を今に伝える忍城址や足袋
の産地を物語る足袋蔵が点在する風情ある街並みなど、豊かな自然と歴史が
息づくまちです。
２　出場団の概要
　行田市消防団は昭和25年に発足し、現在21分団、257名（うち女性団員11名、
機能別団員34名）で構成されています。出場する選手は、行田市消防団から選
抜され、埼玉県消防操法大会を制し、悲願である全国大会初出場を果たしま
した。
　応援をして下さる、市民の皆さまの期待に応えられるよう、精一杯頑張り
ます。

団　長 神田　利治
担当 階級 氏　名 年齢

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
団員
団員
団員
班長
団員

秋山　雅宏
柴田　　勲
香川　　渉
田島　祐樹
中村　昌樹
正田　雄士

39
38
36
36
47
35

出場順
８

栃木県 益子町消防団 １　市町村の概要
　益子町は栃木県の南東部に位置し、人口約21,000人、面積は89.40㎢、町の西
部は関東平野から連なる平地や台地が広がり、町の中央を小貝川が北から南
に流れ、東部は八溝山系南端の山並みに抱かれた、自然豊かな町です。
　毎年、春と秋に開かれる益子焼の陶器市には、全国から60万人の観光客が
訪れ、町は大いに賑わいます。

２　出場団の概要
　益子町消防団は、法師人団長以下３分団214名で構成され、平均年齢35歳の
団員が町民の生命・財産を守るため、消防技術の向上に努めております。
　４大会連続４回目の出場となる今回は、第26回大会で優勝を果たしたポン
プ車の部で出場します。出場する第１分団第１部は、県大会で常に上位の成
績を収めており、全国大会でも優れた団結力を発揮し、第26回大会に引き続き、
優勝を目指します。

団　長 法師人　和哉
担当 階級 氏　名 年齢

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
班長
団員
班長
団員
団員

髙橋　正幸
大岩　孝大
飯塚　優太
松谷　　剛
長尾　崚平
大塚　雄稀

35
31
26
35
32
30
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出場消防団
ポンプ車の部
出場順
９

鳥取県 米子市消防団 １　市町村の概要
　米子市は、鳥取県の西部に位置し、大山や日本海に囲まれた自然に恵まれ
た街です。交通の便が良く、古くから交通の要所として栄えてきた米子市は、

「山陰の商都」として知られています。
　日本海に面した皆生温泉は「トライアスロン日本発祥の地」としても有名で、
全日本トライアスロン皆生大会が毎年開催されています。

２　出場団の概要
　米子市消防団は28分団487名の団員で構成され、地域住民の生命、財産を守
るため日々奮闘しています。
　出場する夜見分団は、前回大会で惜しくも優勝を逃した悔しさをばねに今
大会では、鳥取県代表として悔いのないよう訓練の成果を遺憾なく発揮し優
勝を目指します。

団　長 杉尾　繁樹
担当 階級 氏　名 年齢

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

分団長
班長
班長
班長
班長
団員

西田　軍治
足立　智彦
渡部　善之
村松　　貢
篠原　正志
松浦　新平

53
50
46
46
39
47

出場順
10

静岡県 湖西市消防団 １　市町村の概要
　静岡県の最西端にある湖西市は、太平洋と繋がる浜名湖、愛知県との県境
に連なる湖西連峰、全国で唯一現存する特別史跡新居関跡など、豊かな自然
と歴史を有するまちです。
　また、豊田佐吉の故郷であり自動車産業も盛んです。『職住近接』をキーワー
ドに、誰もが『住みたい・住み続けたい』と思えるまちづくりを進めています。

２　出場団の概要
　湖西市消防団は、昭和47年の市制施行と共に発足し、平成22年の市町合併
により新居町消防団と統合し現在に至ります。
　１本部、３方面隊14分団（女性分団含む）で構成し、定数387名で組織され、
令和６年８月１日現在343名で活動しています。方面隊ごとに月１回訓練を実
施し、多種多様な災害に対応できるよう訓練を重ねています。

団　長 尾崎　俊也
担当 階級 氏　名 年齢

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

部長
団員
団員

副分団長
班長
団員

跡見　賢太
中村　勝紀
宗賀　通記
柴田　隼輔
髙柳　亮太
長井　弦也

33
34
36
31
32
38

出場順
11

北海道 旭川市消防団 １　市町村の概要
　旭川市は、北海道の中央・上川地方のほぼ中央に位置し、雄大な大雪山連
峰に抱かれ、石狩川と多くの支流が合流し、肥沃な盆地が広がっております。
　旭山動物園が全国的に知られており、面積は約747㎢、人口は約32万人、年
間の寒暖差、昼夜の寒暖差がともに大きく、四季が明瞭で冷涼な気候が特徴
なまちです。

２　出場団の概要
　旭川市消防団は、古里団長を筆頭に１団１本部35分団618名の団員で構成さ
れ、35台の消防車両を有し、地域の安全安心を確保するため、日々努めてお
ります。
　今回出場する第28分団は、14年ぶり２度目の全国大会となりますが、これ
までの訓練の成果を発揮し、全国優勝を目指します。

団　長 古里　一朗
担当 階級 氏　名 年齢

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

部長
団員
団員
団員
部長
団員

片山　敏郎
谷口　暁彦
石川虎太朗
岡安　孝弘
姉﨑　公泰
松田　拓大

50
39
26
38
44
32

出場順
12

香川県 琴平町消防団 １　市町村の概要
　琴平町は香川県の中央部に位置し、人口約8,000人の小さな町です。讃岐の
こんぴらさん「金刀比羅宮」があり、門前町として栄え、全国有数の観光地と
して有名です。
　また、日本最古の芝居小屋である「旧金毘羅大芝居」（通称 金丸座）は、国指
定重要文化財であり、春には「四国こんぴら歌舞伎大芝居」が開催されていま
す。
２　出場団の概要
　琴平町消防団は山地団長以下89名、５分団で構成され、町民の生命、財産
を守るため、日々消防団活動にあたっています。
　全国大会出場に向け、精鋭14名の団員が切磋琢磨し、操法訓練を実施して
きました。
　持ち前のチームワークと地元の応援を力に気炎万象な操法を披露し、香川
県勢悲願の優勝を掴み取る準備はできています。

団　長 山地　朗雅
担当 階級 氏　名 年齢

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員
団員

三谷　孟史
多田　　響
林　　勇斗
合田　佳史
川原　聡明
渡辺　泰地

37
24
28
32
26
29
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出場消防団
ポンプ車の部
出場順
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山形県 寒河江市消防団 １　市町村の概要
　寒河江市は山形県のほぼ中央に位置し、つつじの花咲く春、さくらんぼ輝
く夏、そして寒さ厳しい冬まで、四季折々変化に富んだ美しい景観と、山形
の母なる川最上川、清流・寒河江川に囲まれた、千年以上の歴史と文化の街、
そして美味いものがあふれる街です。全国の皆様、ぜひ寒河江に遊びにお越
しください。

２　出場団の概要
　今回、全国消防操法大会の出場にあたり、市内８つの分団の選りすぐりの
選手たちと共に、令和５年度から練習を重ねて参りました。大会では悔いの
無いよう、精一杯頑張ります。「練習は本番のように。本番は練習のように。」
選手一同自然体で静かなる炎を燃やし大会に臨みます。皆様、応援よろしく
お願いします。

団　長 伊藤　力
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
団員
団員
班長
班長
班長

大泉　達矢
安孫子　憲
土田　拓功
後藤　貴郁
北條　昌英
柳澤　直樹

45
30
35
34
32
33

出場順
14

徳島県 阿南市消防団 １　市町村の概要
　阿南市は人口約68,000人の市で、西部の四国山系の東端に連なる山地と東部
の那賀川水系により形成された沖積平野と三角州からなり、総面積279.39㎢で
徳島県全体の6.7％を占め、広大な市域を有しています。
　また、当市に本社をおく化学会社が製造するLEDを活用したまちづくり事
業は「光のまち阿南」として全国に情報発信を行っております。

２　出場団の概要
　阿南市消防団は、１団14分団68班、中川満雄団長以下1,209名で組織され、
市民の安全安心のために災害対応だけではなく防災訓練など、地域防災活動
にも積極的に取り組んでいます。
　見能林分団第五班は、技術向上のため、日々鍛錬を惜まず励んだ結果、悲
願の全国大会出場を勝ち取りました。徳島県の代表として優勝を目指します。

団　長 中川　満雄
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員
団員

森　　丈司
髙見　進矢
青木　孝憲
島尾遼太郎
八木　哲也
山西　克典

46
45
54
42
51
42

出場順
15

熊本県 湯前町消防団 １　市町村の概要
　湯前町は、熊本県の南部に位置し、東側には九州山地が連なり、田園の中
をローカル線が走るのどかな町です。
　町出身の風刺漫画家、故那須良輔氏を顕彰して、風刺漫画作品が町中に展
示してあり、また、お参りをすれば、お乳の出が良くなると言われ、地元でおっ
ぱい神社として親しまれる潮神社があるなど、ユニークな町です。

２　出場団の概要
　平成18年の第20回大会、平成30年の第26回大会に続き、本大会に出場でき
ることを大変嬉しく思っております。
　本団のシンボル的存在の平成元年式ランドクルーザーのポンプ車は、現在
も現場の第一線で活躍しております。
　本大会では、ポンプ車に注目が集まるところですが、操法競技にも注目し
ていただくよう頑張ります。

団　長 土屋　登志久
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員
団員

瀬谷　憲功
沖松　泰豪
中釜　由晴
中田　潔裕
椎葉　浩樹
松岡　　蓮

35
29
32
33
33
23

出場順
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茨城県 取手市消防団 １　市町村の概要
　取手市は茨城県南端に位置し、市域は総面積69.94㎢で日本三大河川の利根
川とその支流である小貝川の二大河川が流れ、水と緑に恵まれた地域です。
　茨城県南部の玄関口ばかりでなく、東京、成田、つくばを結ぶ三角形の中
央に位置し、交通の要でもあり、首都圏内でも、交通の利便性と自然環境を
兼ね備えた街になります。

２　出場団の概要
　取手市消防団は、岩田潔久団長以下471名、女性分団を含め35分団で構成さ
れ、市民の安全・安心な生活を守るため、昼夜を問わず消防団活動に励んで
います。
　取手市は以前からポンプ操法に力を入れていましたが、今回が初の全国大
会出場となり、茨城県代表として、全国優勝を目指し、消防団員一丸となっ
て大会に臨みます。

団　長 岩田　潔久
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
団員
班長
副分団長
班長
団員

森山　昌人
梅　　良則
中村　亮太
森　健太郎
久保　一王
菊永　征矢

60
51
29
30
51
25

－9－



出場消防団
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大阪府 羽曳野市消防団 １　市町村の概要
　羽曳野市は、大阪府の南東部に位置し、東は二上山系を境に奈良県と接し、
市内には石川が流れるなど、豊かな自然の残るまちです。
　また、我が国最大級の応神天皇陵古墳をはじめ、大小合わせて多くの古墳
があり、隣接する堺市・藤井寺市と合わせて49基が「百舌鳥・古市古墳群」と
して、令和初の世界遺産に登録されました。

２　出場団の概要
　羽曳野市消防団は、藤田岳団長以下206名（内、女性団員15名）、18分団で構
成され、市民の安全安心な生活を守るため、昼夜を問わず災害対応に従事し
ています。
　今回が２度目の全国消防操法大会出場になります。一つでも上位の成績を
収められるよう、全団員一丸となって大会に臨みます。

団　長 藤田　岳
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員
団員

中島　留一
大木　勇磨
釜田　佳祐
岩山　太一
浅井　裕喜
天見　元貴

37
32
35
28
41
34

出場順
18

長崎県 壱岐市消防団 １　市町村の概要
　長崎県の壱岐市は、玄界灘に浮かぶ島で、風光明媚で自然環境にも恵まれ
ており、壱岐対馬国定公園に指定されています。
　中国の「魏志倭人伝」に「一支國」として登場する壱岐は弥生時代からの歴史
的遺産にあふれ、特に「原の辻遺跡」は国内最大級の環濠集落で、国の特別史
跡に指定されており、観光地の目玉となっています。

２　出場団の概要
　壱岐市消防団は、安川団長以下29分団795名で構成され、全国大会に今回で
12回目の出場となります。ポンプ車操法の部では第８回大会及び第24回大会
で優勝、第22回大会で準優勝、小型ポンプ操法の部では第23回大会優勝、第
９回大会及び第21回大会で準優勝し、全国でも操法技術は高く評価されてい
ます。

団　長 安川　昭彦
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
団員
団員
団員
班長
団員

篠﨑　康輔
西　　弘光
村田　直人
長島　幸輝
小川　　学
西　　直人

48
38
26
26
43
23

出場順
19

宮崎県 小林市消防団 １　市町村の概要
　小林市は、雄大な霧島連山の北側の麓に位置し、人口約42,000人のまちです。
自然清らかな河川とその流域には優良農地が広がり、ジオサイト温泉、湖沼
や湧水といった地域資源があります。
　そんな自然の中で育った宮崎牛は、全国和牛能力共進会でも何度も内閣総
理大臣賞を獲得した名産です。是非、ご賞味ください。

２　出場団の概要
　小林市消防団は、10分団、492名で構成しています。この度、本市として初
の全国大会出場を果たしました。
　宮崎県大会では、最高の操法を披露することができました。今大会でも、
一致団結し、小林市の名前を全国に轟かせます。
　是非、ご期待ください。

団　長 芝原　靖彦
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

部長
団員
団員
団員
班長
班長

大坪　和政
武内　弘樹
﨑山翔太郎
西　　航平
中田　浩彰
金丸　将大

39
35
30
28
31
32

出場順
20

福岡県 新宮町消防団 １　市町村の概要
　新宮町は福岡県の北西部に位置し、人口は約33,000人です。福岡市に隣接し、
国道３号や鉄道など交通利便性が高い地域でありながら、海あり・山あり・
島ありの自然にも恵まれています。
　また、ＪＲ新宮中央駅の開業に併せ、中心市街地を整備したことにより、
人口増加率が全国トップになったこともある住環境も充実した町です。

２　出場団の概要
　新宮町消防団は、落石雄一郎団長以下232名、13分団で構成され、町民の安
全安心な生活を守るため、昼夜を問わず消防団活動に励んでいます。
　ポンプ車の部においても令和４年に引き続きの全国大会優勝を目標に掲げ、
消防団員一丸となって大会に臨みます。

団　長 落石　雄一郎
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員
班長

片岡　英治
金丸　幸平
森　　健吾
安武　　優
八尋　　匠
安川　晃介

36
29
32
35
29
35
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出場消防団
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神奈川県 湯河原町消防団 １　市町村の概要
　神奈川県の西南端に位置する湯河原町は、相模灘を東に望み、西・南・北
の三方を箱根外輪山や伊豆・熱海の山々に囲まれ、一年を通じ温暖で、風光
明媚な環境にあります。
　湯河原町は古くは万葉の時代から温泉地として多くの人々に知られており、
昭和30年４月１日に湯河原町・吉浜町・福浦村の二町一村が合併し、現在の
湯河原町が誕生しました。
２　出場団の概要
　湯河原町消防団は、髙橋団長以下、９個分団・総員179名の団員で構成され、
日々町民の安全・安心を守るため活動しています。
　今回出場する第２分団は、亘分団長を筆頭に、士気・団結力に優れた16名が、
ここまで支えてくれた全ての方々への感謝を込めた、最高の操法を披露しま
す。

団　長 髙橋　則吉
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

部長
班長
団員
団長
班長
班長

川崎　智弘
中村　晶宏
山﨑健士朗
山口　拓也
室伏　菊寿
駒宮　　太

44
37
30
29
42
40

出場順
22

沖縄県 ニライ消防団 １　市町村の概要
　ニライ消防団の管轄地域は、日本一人口の多い村「読谷村」、東アジア最大
の米軍基地がある「嘉手納町」、リゾート地として異国情緒あふれる「北谷町」
からなり、もっとも沖縄を感じることができる地域となっています。

２　出場団の概要
　ニライ消防団は総勢82名で組織され、３町村を管轄しています。日々の活
動を通じて、地域防災意識の向上や地域の安全確保に努めています。
　全国大会へは２回目の出場です。沖縄県代表として日頃の訓練の成果を発
揮できるよう精一杯頑張ります。

団　長 真栄田　敏光
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

副分団長
団員
団員
副分団長
分団長
団員

渡嘉敷通史
池原　康平
大城　　執
古謝　浩一
仲村渠秀人
大湾　近晃

35
30
33
36
48
27

出場順
23

和歌山県 海南市消防団 １　市町村の概要
　元気、ふれあい、安心のまち海南市は、和歌山県北西部に位置し、緑豊か
な自然が豊富で美しい海も見渡すことができます。四季を通じて温暖な気候
に恵まれ、山の幸、海の幸にも恵まれています。産業面では日本四大漆器の
一つである「紀州漆器」の産地としても知られ、日用家庭用品の出荷も全国的
に高いシェアを上げています。

２　出場団の概要
　海南市消防団は、１団本部４方面隊15分団、団員定数733名で構成され、今
年度より女性部が発足し初めて女性消防団員が誕生しました。
　全国消防操法大会の出場は平成６年以来となり、今回出場する亀川分団は、
若勇分団長を筆頭に優れた団結力で、上位入賞を目指し大会に臨みます。

団　長 岡室　孝明
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員
団員

坂本　裕一
橋本　恭輔
山田　真喜
通阪　拓生
水越　　翼
吉田　真也

38
41
42
40
38
48

出場順
24

福井県 大野市消防団 １　市町村の概要�
　福井県の内陸東部に位置する大野市は、人口約３万人、総面積は872.43㎢で
四方を美しい山々に囲まれています。昨年には、星空の世界遺産と呼ばれる
星空保護区に認定され「日本一美しい星空」を始め、日本百名山の「荒島岳」や
「天空の城　越前大野城」など豊かな自然が魅せる絶景も、越前大野の魅力で
す。

２　出場団の概要
　大野市消防団は９分団450名で組織され、「人と時と地域を結ぶ」消防団を目
指し、日々精力的に活動しています。今回出場する第２分団はポンプ車の部
で２大会連続の出場となり、前回の全国大会では９位入賞の実績があります。
　全国の舞台では「魂」を込めた操法を披露し悲願の全国制覇を目指します。

団　長 本多　義信
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員
団員

宮司　純一
田中　浩一
岡田　亮太
岡田　大地
石田　洋介
前田　智久

53
46
34
35
42
54
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出場消防団
小型ポンプの部
出場順
１

愛知県 岡崎市河合消防団 １　市町村の概要
　岡崎市は、愛知県のほぼ中央に位置し、豊かな緑と矢作川、乙川の清流に
育まれ古くからの歴史と伝統を受け継ぎ栄えてきました。　
　戦乱の世に終止符を打った徳川家康も天文11年に、この地で生まれていま
す。家康ゆかりの街として栄えてきた誇りを、次世代に希望ある未来を引き
継いでいくために、これからも発信していきます。

２　出場団の概要
　岡崎市は多団制を敷き、21団1,475人で組織しています。５部60人が地域防
災活動に取り組む河合消防団。岡崎市として８年ぶりの全国大会出場です。
　今まで支えてくれた地域、家族、関係者に感謝し、優勝目指し岡崎市河合
消防団らしい、迅速、確実な操法を披露いたします。

団　長 内田　隆徳
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員

鈴木　　充
鈴木　猛丸
浅井　裕介
河澄　大輔
鈴木　康元

41
27
36
39
43

出場順
２

京都府 精華町消防団 １　市町村の概要
　精華町は、京都府の南西端に位置し、併せて日本そして近畿圏の中で、ほ
ぼ地理的中心に位置しており、古い時代の遺跡、地名などが今も町内の随所
に残っています。西部と南部はなだらかな丘陵、東部には平坦な農地が広がり、
東端には木津川が流れています。年間の平均気温は約15度で、温暖な気候に
恵まれています。

２　出場団の概要
　精華町消防団は、３分団と女性部の合計236名で構成されており、発足以来、
一町一団一消防本部での強固な連携を密にし、「自分たちの地域は自分たちで
守る」という郷土愛護の精神で地域住民の安全確保に努めています。
　京都府の消防団代表として全国大会の舞台で「精華町消防団ここにあり」と
いう姿を披露したいと思います。

団　長 喜多　俊夫
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員

富田　　翼
阿南　隆志
細川　　仁
松井　宥樹
永田　幸大

33
30
30
26
42

出場順
３

島根県 安来市消防団 １　市町村の概要
　安来市は島根県の東部に位置し、人口は約37,000人。神話や伝説の舞台と
して、歴史的な史跡も多く、戦国時代に活躍した「尼子氏」の寺社や難攻不落
の月山富田城跡などを有しています。また、民謡「安来節」の発祥地でもあり、
かつては「たたら製鉄」の積出港として栄え、現在もヤスキハガネの生産地と
して有名です。

２　出場団の概要
　安来市消防団は、１本部、３方面隊、17分団で構成され、団員数610名で日々
の消防活動を行っています。出場団の赤江分団は、団員数61名で、高い団結
力を有し、昨年９月から操法訓練を開始して本日に至りました。
　大会ではこれまで支えて頂いた家族、関係者、地域の皆様へ感謝を込めて
全力を尽くしたいと思います。

団　長 渡部　隆
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
班長

秦　龍史郎
多胡　京太
二岡　洋文
梶村　誠司
池田　照幸

36
24
48
41
41

出場順
４

東京都 大井消防団 １　市町村の概要
　品川区は東京都の都心部に位置し、商業・住宅・工業が混在する地域です。
人口は約41万人で、都市部としての利便性と住みやすさが魅力です。
　また、大井地区は江戸時代に東海道の宿場町として栄えた歴史があり、歴
史的な建物や史跡が点在しています。人気のスポットとして大井競馬場やし
ながわ水族館があり、区内外から多くの人が訪れる魅力ある地区です。

２　出場団の概要
　大井消防団は、武藤団長を中心に４個分団165名で活動しています。火災発
生時の消火活動だけでなく、地震や風災害が発生した際には、住民の救助活
動や避難誘導を行うほか、防火防災訓練、救命講習等の各種行事や年末年始
の警戒活動など、昼夜を問わず、大井の街の安全・安心を目指し、地域に密
着した消防団活動を実施しています。

団　長 武藤　俊三
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

部長
部長
部長
部長
部長

五十嵐吉幸
鈴木　雅也
河上　由季
古賀　峰一
村上　泰央

44
30
38
47
61
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出場消防団
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出場順
５

千葉県 市原市消防団 １　市町村の概要
　千葉県の中央部に位置し東京湾から房総丘陵にかけて、東西に22㎞、南北
に36㎞におよび、日本の産業基盤となる石油コンビナート地区や33か所のゴ
ルフ場があります。また田園風景の中を小湊鉄道のトロッコ列車が走るなど、
古くは上総の要衝として栄え、海や川、湖、里山など緑豊かな自然に囲まれ
たまちです。

２　出場団の概要
　市原市消防団は１本部７支団86分団２部、約1,300人の消防団員で構成され
ており、火災、風水害はもとより地域の自主防災訓練にも積極的に参加する
など、地域の防災リーダーとして活動しています。
　本大会では、これまでの訓練の成果が発揮できるよう組織が一丸となって
消防操法の全国制覇を目指します。

団　長 横須賀　隆行
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
副分団長
部長
団員
班長

阿部　善浩
小林　千隼
中村　陽一
杉田　央文
永野　圭吾

48
46
41
40
26

出場順
６

福島県 下郷町消防団 １　市町村の概要
　下郷町は福島県の西南に位置し、人口約5,000人、面積317.04㎢、周囲は標高
2,000ⅿ級の雄大な那須山系などの山々に囲まれた自然豊かな町です。
　江戸時代の宿場町の面影を今に残す大内宿をはじめ、湯野上温泉、塔のへ
つり、観音沼森林公園など、全国に誇れる地域資源が数多くあります。

２　出場団の概要
　下郷町消防団は、４分団、328名の団員で構成され、団員一丸となって郷土
防災活動に努めています。
　今回初出場する第３分団第６部は、国の伝建地区に指定されている伝統と
歴史のある大内宿を守る団員です。
　福島県代表として、これまで支えてくれた仲間や地域、そして家族への感
謝を忘れず、全力で操法を披露します。

団　長 星　清美
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員

只浦　光豊
吉村　周平
芳賀　逸人
板垣裕太朗
佐藤　成人

34
37
38
34
30

出場順
７

愛媛県 伊方町消防団 １　市町村の概要
　四国の最西端、豊予海峡に突き出た｢日本一細長い｣佐田岬半島に位置する
伊方町。南は宇和海、北は瀬戸内海と三方を海に囲まれています。風光明媚
なこの地域の段々畑では、温州ミカン、清見タンゴール、デコポンなどの柑
橘栽培が盛んに行われています。

２　出場団の概要
　伊方町消防団は、岡田団長以下11分団474名で構成されています。日々、操
法技術向上に向けた練習は引き継がれ、再びこの晴れ舞台に立つことが出来
ました。ここまでの道程は険しいものでしたが団員一丸となって乗り越えて
きました。本日この舞台で受け継がれてきた伝統ある伊方町消防団小型ポン
プ操法をご披露いたします。

団　長 岡田　和也
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
班長

阿部　光章
山木拳士郎
成本　　稜
田中　健介
山本　　勇

43
33
30
30
61

出場順
８

兵庫県 福崎町消防団 １　市町村の概要
　福崎町は、兵庫県の中央部よりやや南側に位置する自然が豊かなまちです。
民俗学の父・柳田國男をはじめ、多くの文化人を輩出した歴史と文化が漂う
まちであり、近年は“河童のガジロウ”などのさまざまな妖怪が全国的にも脚光
を浴びています。
　多彩なまちの資源をいかしながら、活力あるまちづくりに取り組んでいま
す。
２　出場団の概要
　福崎町消防団は、廣岡団長以下600名の団員で構成され、地域住民の安全・
安心のためさまざまな活動を行っています。
　初出場となった第22回大会では優勝、以降の第24回、第26回大会では準優
勝という成績をおさめました。今回はさらに訓練に邁進し、優勝旗奪還をめ
ざしています。兵庫県代表としての誇りを胸に全力を尽くします！

団　長 廣岡　徹也
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
班長
副分団長
分団長
団員

難波　知志
難波　昌宏
今田　泰誠
岡本　健司
高野　龍二

39
44
38
43
36
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出場消防団
小型ポンプの部
出場順
９

佐賀県 白石町消防団 １　市町村の概要
　白石町は、平成17年に旧白石町、旧福富町、旧有明町が合併し誕生しました。
　佐賀県の中央より少し南、有明海に面した肥沃な地域にあります。この好
条件を生かし、古くから食料供給産地として全国トップクラスの野菜生産量
を誇り、水稲はもとより、たまねぎ、れんこん、アスパラガス、スイートコー
ンなど評価の高いブランド農産物を生産しています！

２　出場団の概要
　白石町消防団は、10分団・975名で構成され、町民の安心安全な生活を守る
ため、日々郷土の防災活動にあたっています。
　限られた時間の中で効率的で質の高い訓練を行い、その成果を発揮し、第
20回大会以来18年振り３度目の全国大会出場を果たすことができました。
　これまで支えてくれた家族、地域、関係者の方々への感謝の気持ちを胸に、
全力で競技に臨みます！

団　長 一ノ瀨　義明
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
部長
団員

大串　凌平
藤井　伸幸
福地　真人
土井　信賢
池上　聖哉

26
26
28
42
31

出場順
10

石川県 能登町消防団 １　市町村の概要
　能登町は能登半島の北東部に位置し自然の恵みへの感謝の気持ちが篤く、
祭りが各地で盛んに行われているほか、豊かな自然を背景とした第１次産業
が基幹産業となっています。
　ブルーベリーや能登牛が特産品で、イカ釣漁業と定置網漁業が全国的に有
名です。定置網で獲られたブリは「のと寒ぶり」としてブランド化されていま
す。
２　出場団の概要
　石川県能登町消防団は、総員267名、16分団で構成されており、日頃は訓練
をはじめ、防火広報や、巡回パトロールを実施し地域の防火防災活動をおこ
なっています。
　今回、全国大会へ出場するにあたり、協力してくれる家族に感謝し、応援
してくれる町民の期待に応えられるよう優勝目指して頑張りたいと思います。

団　長 新谷　正仁
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員

谷政　祥悟
橋本　恭祐
谷村　　眞
天幸　竜弥
坂本　佳隆

37
41
27
39
31

出場順
11

山梨県 南アルプス市消防団 １　市町村の概要
　南アルプス市は、日本で２番目に高い山、北岳を有する南アルプス山脈の
麓に位置し、南に富士山、北に八ヶ岳と雄大な自然に囲まれた地域です。
　御勅使川扇状地やそれに続く低地では、桜桃、桃、スモモ、葡萄、柿、キ
ウイフルーツと、多種多様な甘くて美味しいフルーツを栽培しており、一年
を通じてフルーツが楽しめます。

２　出場団の概要
　南アルプス市消防団は６分団703名で構成され、今回出場する甲西分団は、
分団長以下153名の団員により、地域の安心・安全のため日々防災活動、訓練
に励んでいます。
　出場隊は保坂指揮者を中心にチームワーク抜群です。全国大会では、これ
まで支えてくれた方々への感謝を忘れず、気迫のこもった操法で優勝を目指
します。

団　長 名取　守
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
班長
団員
団員

保坂　直邦
川崎　賢弥
矢﨑　　司
石川　正美
遠藤　貴司

37
35
38
35
37

出場順
12

山口県 阿武町消防団 １　市町村の概要
　阿武町は、山口県北部、日本海に面する人口約3,000人の町です。海岸部は
国定公園に属するなど、豊かな自然に恵まれており、NPO法人「日本で最も美
しい村」連合にも加盟しました。
　第一次産業（特産品はキウイ、スイカ、日本海の新鮮な魚介類、無角和牛など）
を中心とした暮らしは、大地の恵みを享受することで成り立っています。

２　出場団の概要
　阿武町消防団は、１本部５分団122名の団員で構成され、町内に常備消防が
ないことから防火防災の要として、町民の生命・財産を守るため消防技術の
向上に努めています。
　出場する奈古第１分団は『楽しく、やるからには勝つ』を合言葉に練習に励
んできました。初の全国大会となりますが、選手一丸となって優勝を目指し
ます。

団　長 植田　寿美
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員

藤田　秀義
小野　俊貢
御嶽　　剛
水津　和也
河𠩤𠩤　優次

43
44
38
43
41
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出場消防団
小型ポンプの部
出場順
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広島県 福山市消防団 １　市町村の概要
　福山市は、瀬戸内海沿岸のほぼ中央、広島県の南東部に位置し、100万本の
ばらが咲き誇る「ばらのまち」として知られ、来年には「世界バラ会議福山大
会2025」が開催予定です。また、日本遺産に認定された景勝地「鞆の浦」や築
城400年を迎えた「福山城」２つの国宝をもつ寺院「明王院」などの名所がありま
す。

２　出場団の概要
　福山市消防団は、団本部・８方面隊・60分団（女性含む）定員2,864人の組織
です。また、出場する福山市消防団芦田西分団は、全国消防操法大会出場経
験者が多く在籍活躍しています。
　この度は、前回出場した2016年の忘れ物を取りに参りました。河村分団長
中心に地域住民と一体となり、「日本一」を目指します。

団　長 延近　敬弘
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員

木村　章宏
河村　勇典
三田　隆之
能宗　卓則
河村　隆寛

45
43
43
44
33

出場順
14

岡山県 高梁市消防団 １　市町村の概要
　高梁市は岡山県中西部に位置し、市街地の北には日本で唯一天守が現存す
る天空の山城「備中松山城」がそびえ、市北西部にはベンガラ（赤色）の街並み
が印象的な日本遺産の吹屋ふるさと村、別名「ジャパンレッド発祥の地」が往
時の姿を残すなど、各所で歴史情緒あふれる空間を楽しめる全国に誇れるま
ちです。

２　出場団の概要
　高梁市消防団は１団本部15分団からなり約1,200名で構成され、高梁市の安
心安全のため日々活躍しています。
　出場する宇治吹屋分団は清元分団長を中心に団員一丸となり、念願の全国
大会出場を果たすことができました。岡山県代表として地域の方々に感謝す
るとともに「全国制覇」という祈願達成に向け最高の舞台を演出します。

団　長 西　右介
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
班長
団員
団員
団員

大場　裕典
牧野　直人
藤本　幹人
中曽　雄太
藤井　祥弘

41
38
37
36
40

出場順
15

群馬県 片品村消防団 １　市町村の概要
　片品村は群馬県の東北端に位置し人口約4,000人の村です。尾瀬国立公園な
ど豊かな自然に恵まれ、関東で唯一特別豪雪地帯に指定されており、スキー
場など多くの観光客で賑わっています。
　また、冷涼な気候で育てられた農産物はとてもおいしく、水源である片品
村湧水群は｢平成の名水百選｣に選定されています。

２　出場団の概要
　片品村消防団は８分団274名（正規団員194名・機能別団員90名）で構成され
ており、地域住民の生命、財産、安全を守るため活動しています。特色は災
害の早期復旧・行方不明者捜索等を目的としたドローン隊を組織し活動して
います。全国大会出場は40年ぶり２度目となりますが一つでも上位を目指し、
団員一丸となって頑張ります。

団　長 今井　一文
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員

戸丸　健一
星野　雄一
小暮　大輝
高山　　隼
佐藤　竜行

41
40
28
28
33

出場順
16

大分県 佐伯市消防団 １　市町村の概要
　佐伯市は、大分県の南東部に位置し人口65,091人、面積903.4㎢、海岸線延長
約270kmの九州一広い面積を持つまちです。
　九州山地から広がる山間部、一級河川番匠川下流に広がる平野部、リアス
式海岸の続く海岸部に大きく分けられ、林業、農業、水産業をそれぞれはぐ
くんでいます。

２　出場団の概要
　佐伯市消防団は、１団本部９方面隊57分団からなり、大鶴消防団長以下約
1,450名で構成され、佐伯市民の安全安心を守っています。
　今回出場する本匠方面隊は、武末方面隊長を中心に団員一丸となって訓練
を重ねてきました。地域の皆さんや家族の支えや協力に感謝を込めて、上位
入賞を目指します。

団　長 大鶴　敏明
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
副分団長

吹田　貴史
髙野　啓介
小野　太郎
髙野　隼人
髙野　弘幸

48
45
35
47
41
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出場消防団
小型ポンプの部
出場順
17

滋賀県 日野町消防団 １　市町村の概要
　滋賀県の南東部、鈴鹿山脈の山麓から西へ広がる湖東平野に位置する日野
町は、戦国時代の名将蒲生氏郷公が築き上げた歴史ある町並みと、四季折々
の花々が咲き誇る豊かな自然環境のもと、近江日野商人の「売り手よし・買い
手よし・世間よし」の「三方よし」の精神が今も息づく歴史ある町です。

２　出場団の概要
　日野町消防団は団長以下３分団185名の団員で構成され、町民の安心安全な
暮らしのために、生業の傍ら、日夜消防防災活動にあたっています。
　今回で３大会連続出場となりますが、初心を忘れず滋賀県代表として、こ
れまで支えてくれた仲間や職場、そして家族への感謝の気持ちを忘れず、全
力で操法を披露します。

団　長 奥平　英雄
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員

岩谷興太朗
久保　達也
溝上　広明
岡　　秀哉
池内　恭兵

39
37
31
38
36

出場順
18

宮城県 石巻市消防団 １　市町村の概要
　石巻市は、北上川の河口に位置し、宮城県北東部地域を代表する風光明媚
な都市であり、かつては水運交通の拠点に位置する「奥州最大の米の集積港」
としても全国的に知られた交易都市として栄え、現在は水産業のまちとして、
世界三大漁場の一つに数えられる金華山沖漁場を背景に豊かな水産資源を有
しています。

２　出場団の概要
　石巻市消防団は、消防団の基本的な活動はもちろん、日々の訓練や自主防
災訓練への参加など、地域の安全・安心のため、精力的に消防団活動を行っ
ております。
　今大会に臨む選手たちは本団の石巻地区団から選抜された優秀な団員達で
す。県大会と同様に全国大会においても好成績を目指します。

団　長 後藤　嘉則
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
班長

永沼　絢也
阿部　脩杜
姥澤　翔太
馬場　正典
髙城　重之

37
22
26
39
47

出場順
19

岩手県 洋野町消防団 １　市町村の概要
　洋野町は、岩手県沿岸最北端に位置する、人口約15,000人ほどの海と高原の
町です。
　海側の種市地区ではヘルメット式潜水「南部もぐり」発祥の地であり、国内
有数のウニ・ホヤ等の産地です。山側の大野地区では、伝統工芸品の「大野木工」
をはじめ、酪農も盛んですが、日本一の炭の生産量も誇ります。

２　出場団の概要
　洋野町消防団は、現在全14分団493名で構成され、昼夜を問わず消防団活動
に勤しんでおります。
　ポンプ車では全国大会に２回出場し、全国制覇の経験もありますが、小型
ポンプでは初出場となります。今回出場する隊は６分団の精鋭であり、厳し
い訓練で培ってきた成果を発揮し、県の代表として上位入賞を目指し頑張り
ます。

団　長 大入　一弘
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
部長

佐々木謙二
小林　純樹
関　　陽斗
橋本　圭太
下荢坪正弘

41
36
21
38
52

出場順
20

新潟県 聖籠町消防団 １　市町村の概要
　聖籠町は新潟県の海岸地帯の北部に位置し、西は新潟市に接しています。
町の総面積は37.58㎢で、ほぼ平坦な地域です。人口は約14,000人で、日本海
側では唯一の国際貿易港である新潟東港工業地帯を抱えるとともに、町の基
幹産業である農業も盛んです。特にさくらんぼやぶどう等の果樹栽培も多く、
園芸作物にも力を入れています。

２　出場団の概要
　聖籠町消防団は現在、高橋団長以下257名の団員が幹部、４つの分団に分か
れて構成されており、町民の生命と財産を守るために、日々様々な活動に取
り組んでいます。
　出場する代表班は、新潟県大会でもすでに３回の優勝を経験してきました
が、今回初めて全国大会の切符を手にしました。悔いが残らないよう、全力
で取り組みます。

団　長 高橋　栄和男
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員

宮下　直毅
宮下　康弘
田村　貴一
平野　拓也
堀　　雄祐

36
37
42
42
35
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出場消防団
小型ポンプの部
出場順
21

青森県 階上町消防団 １　市町村の概要
　階上町（総面積94.00㎢、約13,000人）は、青森県の最東南端に位置し、階上岳
（標高739ｍ）と階上海岸の豊かな自然に恵まれた青森県で一番初めに朝日が昇
る町です。
　町のシンボルである階上岳と階上海岸は、平成25年５月24日に八戸市の蕪
島、種差海岸と共に、三陸復興国立公園とみちのく潮風トレイルのコースと
して指定されています。
２　出場団の概要
　階上町消防団は、本部以下７分団で組織され、団員132名で組織されていま
す。
　また、今回出場する隊は、昨年、結成から100年を迎えた歴史が深い第１分
団であり、全国消防操法大会には平成26年に小型ポンプの部で、令和４年に
ポンプ車の部で出場した経験があり、今回、再び小型ポンプの部に出場を果
たすことができました。

団　長 水合　寿一
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
班長
団員

蕨　　宏樹
黒坂　康人
大平　雅利
磯崎　和哉
佐京　拓哉

32
35
42
39
43

出場順
22

鹿児島県 日置市消防団 １　市町村の概要
　日置市は鹿児島県の薩摩半島中西部に位置し、県都鹿児島市に隣接する人
口約46,000人の市です。
　東シナ海を眺望する海岸線は日本三大砂丘のひとつである吹上浜で、鹿児
島三大行事として有名な妙円寺詣りをはじめ、薩摩焼や温泉、観光農園など
市内各地に伝統行事があり、訪れるすべての方が楽しめる街となっています。

２　出場団の概要
　鹿児島県日置市消防団は平成17年５月、日置市誕生に伴い東市来町、伊集
院町、日吉町、吹上町の消防団を再編し発足しました。
　地域防災の要として住民が安心して暮らせるまちづくりの原動力として
日々活動しています。
　全国大会初出場、全ての方々への感謝の気持ちを１線のホースに託し、力
の限り走り抜きます。

団　長 家村　仲五
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
部長

元吉　利之
新川　智弥
田淵　裕紀
俵積田寛之
東　　浩史

43
34
43
41
52

出場順
23

奈良県 広陵町消防団 １　市町村の概要
　広陵町は奈良盆地の中西部に位置する人口約3.5万人の町で、日本の靴下シェ
アの60%以上を占める奈良県において、100年を超える歴史を有する靴下産地
です。
　また、日本最古の物語『竹取物語』に登場する竹取の翁は、この地に勢力を
誇った讃岐氏がモデルになったとされており、広陵町は「かぐや姫のふるさと」
と呼ばれています。
２　出場団の概要
　広陵町消防団は本部及び５分団からなり、現在団長以下109名（男性87名、
女性22名）で組織され、地域に密着した活動により防火思想の普及・啓発に努
め、活動を行っております。
　「広陵町消防団」の名を全国に轟かせるために、これまで培ってきた訓練成
果を発揮し、全国制覇を目指します。

団　長 武村　雅央
担当 階級 氏　名 年齢
指揮者
１番員
２番員
３番員
補助員

班長
団員
団員
団員
団員

西田　直樹
乾　　真規
𠮷𠮷川　𠮷𠮷
松井　春樹
山本　進二

42
36
45
46
45
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会場案内図（アクセスマップ）

シャトルバス運行表
10月11日（金）
仙台駅東口 ➡ グランディ・21【約40分】

７時／８時／９時 10時／11時／12時／13時
０・15・30・45 ０・30

グランディ・21 ➡ 仙台駅東口【約40分】
10時／11時／12時／13時／14時 15時 16時

０・30 ０・30・40・50 ０・10・20・30・40

10月12日（土）
仙台駅東口 ➡ グランディ・21【約40分】

６時 ７時／８時 ９時／10時
30・40・50 ０・10・20・30・40・50 ０・20・40

11時／12時／13時／14時
０・30

グランディ・21 ➡ 仙台駅東口【約40分】
10時／11時／12時 13時 14時／15時

０・30 ０・30・50 10・30・50
16時／17時 18時

０・10・20・30・40・50 ０
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8
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七北田川
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仙台港北I.C仙台港北I.C
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利府中I.C利府中I.C
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車
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北
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路

仙台東部道路

三
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自
動
車
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苦竹I.C苦竹I.C

操法大会会場
宮城県総合運動公園
グランディ・21（ ）

仙
台
駅

利
府
駅

会場シャトルバス発着場

操法会場

大型車
駐車場

一般車駐車場

シャトルバス発着場

特
別
来
賓
駐
車
場

仙台駅シャトルバス発着場

仙台駅

シャトルバス発着場
（駅東口１階バスロータリー）

仙台駅から
一般車経路

車をご利用の場合
● 仙台北部道路利府しらかし台I.Cより約３分
●三陸自動車道利府中I.Cより約10分
●三陸自動車道利府塩釜I.Cより約10分

　地元警察署からの要請により住宅街を避けた経路としています。
　また、充水用のホースが道路を横断しているため「×」と記載された
道路からの進入は御配慮ください。
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会場内配置図・応援席区割り図

都道府県応援席区割り図
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消防庁からのお知らせ

デザイン A【リーフレット】_表

　総務省消防庁では、消防団員入団促進のため、各種広報媒体を通じた消防団のPRにより、幅広い
世代の方や様々な職業の方の消防団への理解促進及び参加の呼びかけに努めています。

消防団の充実強化に向けた取組！！
　総務省消防庁では各地域における消防団の充実強化を図るため
の取組みを公表しております。こちらからご確認いただけますの
でご活用ください。

あなたの街の消防団をチェック！
　あなたの地域で活動する消防団に関する情報を公開中！！

Ｘ（旧Twitter）のアカウントの
フォローをお願いします
　全国の消防団に関する広報活動について情報を発信中！！
　「消防団広報＠総務省消防庁」アカウント（@FDMA_SYOBODAN）

「#消防団広報」
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都道府県名 消防団名 都道府県名 消防団名

第１回（S43） 愛知県 岡崎市消防団 鳥取県 佐治村消防団

第２回（S45） 三重県 楠町消防団 宮城県 鳴瀬町消防団

第３回（S47） 愛知県 岡崎市矢作消防団 福岡県 福岡市東消防団

第４回（S49） 長崎県 佐世保市相浦消防団 福島県 いわき市消防団

第５回（S51） 千葉県 船橋市消防団 福岡県 大島村消防団

第６回（S53） 鳥取県 江府町消防団 岐阜県 墨俣町消防団

第７回（S55） 岐阜県 墨俣町消防団 長崎県 諫早市消防団

第８回（S57） 長崎県 芦辺町消防団 広島県 美土里町消防団

第９回（S59） 千葉県 八街町消防団 熊本県 泗水町消防団

第10回（S61） 富山県 富山市第二消防団 千葉県 八街町消防団

第11回（S63） 山口県 小郡町消防団 高知県 仁淀村消防団

第12回（H２） 長野県 上田市消防団 岐阜県 墨俣町消防団

第13回（H４） 岩手県 種市町消防団 高知県 伊野町消防団

第14回（H６） 高知県 伊野町消防団 岐阜県 神戸町消防団

第15回（H８） 愛知県 豊明市消防団 秋田県 仙南村消防団

第16回（H10） 福岡県 久留米市消防団 千葉県 大多喜町消防団

第17回（H12） 青森県 南郷村消防団 高知県 伊野町消防団

第18回（H14） 秋田県 大潟村消防団 広島県 内海町消防団

第19回（H16） 広島県 福山市消防団 高知県 鏡村消防団

第20回（H18） 石川県 能登町消防団 島根県 出雲市出雲消防団

第21回（H20） 岡山県 和気町消防団 福岡県 福岡市西消防団

第22回（H22） 鳥取県 江府町消防団 兵庫県 福崎町消防団

第23回（H24） 岡山県 和気町消防団 長崎県 壱岐市消防団

第24回（H26） 長崎県 壱岐市消防団 岡山県 岡山市消防団

第25回（H28） 島根県 松江市消防団 三重県 伊賀市消防団

第26回（H30） 栃木県 益子町消防団 滋賀県 日野町消防団

第27回（R２） 中　　止

第28回（R３） 中　　止

第29回（R４） 鹿児島県 中種子町消防団 福岡県 新宮町消防団

全国消防操法大会記録（第１回～第29回）
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